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スコットランド英語母音の地域変異
―現地録音と音響ダイアグラムに基づく考察―
三 浦 弘＊
１ はじめに
スコットランド英語の母音を音響分析した研究はMcClure（１９７７）を
嚆矢として，Agutter（１９８８），Stuart-Smith（１９９９），Foulkes and Docherty
（１９９９），Millar（２００７）等数点の卓越した論考がある。しかし，それらは
「エイケンの法則」（Aitken’s Law）として知られる「スコットランド母音
長規則」（the Scottish Vowel Length Rule, SVLR）に関する考察であった
り，特定の地域に限定された調査であったりする。もちろんスコットラン
ド全土を対象とした研究も方言分布地図の作成を含めて素晴らしいものが
多々あるが，それらは研究者の聴覚印象だけに基づくものであることが多
い。本稿の目的はスコットランド英語の広い範囲の母音を現地で実際に録
音して，音響分析し考察することである。
「スコットランド英語」という用語はわかりやすい反面，あいまいな表
現でもある。スコットランドでは高地地方と低地地方では英語の文法が異
なっている。高地地方は元々ゲール語地域であるので，簡約すれば，そこ
での英語はイングランド英語の文法に現地の語彙が加味したものである。
しかし，低地地方のスコットランド英語は，アングル人のノーサンブリア
王国で話されていた本来の英語（Inglis）が，イングランドとは異なる独
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自の発達をした「スコッツ語」（Scots）に基づいている。現在のスコッツ
語は２０世紀末に欧州連合（EU）が個別の言語であると認め，２００１年には
英国においても批准されているが，政治的な要素を考慮しない方言学の視
点から見れば，英語の「伝統方言」（traditional dialect）に過ぎないと思わ
れる。つまり，英語の地域方言である。本稿で扱っているスコットランド
英語はすべて低地地方の英語である。
たいていの低地地方の住民はスコッツ語と「スコットランド標準英語」
（Scottish Standard English，以下 SSE）のバイリンガル，あるいは，ダイ
グロシア（２言語状況別併用，diglossia）であるが，中流階級の人々の中
には SSEだけのモノリンガル話者もいる。本研究の被験者の中にも一人
だけそういう人がいた。しかし，発音については家族や生育地の地域方言
の影響が大きく，SSE自体も地域ごとに音声特徴（形式）が異なるので，
あまり問題はないと言える。それよりも録音している筆者が外国人である
ために，話者の方に自然と筆者にわかりやすいようにという意識が働いて
しまい，スコッツ語の発音が収録しにくいと感じることがあった。低地地
方の人々はその場の状況や話している相手の理解度に応じて，表現や発音
を調節している。日頃から家庭内ではなまりの強いスコッツ語を話しなが
らも，友人とは幾分丁寧に，そして公の場では SSEを使うというように
無意識に話しわけている。筆者はスコッツ語の収録を試みたが，スコッツ
語から SSEにわたる発音上の変異は連続的なものであって区別すること
が難しかった。
録音は２０１１年と２０１２年の夏に約２週間ずつ現地へ赴き，適切な被験者を
探して行った。短期間であったために被験者数が少なく，「地域変異」（re-
gional/geographical variation）は考察できたが，「階級変異」（social vari-
ation）は区別していない。被験者には録音前に詳細な「質問票」（proforma）
に個人情報や方言の自己分析を記入してもらい，出身階級の偏りがないこ
とも確認したが，サンプル数が少ないために，地域内の階級変異について
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は論じていない。また，同様の理由から世代差（年齢差）についても分類
には至らなかったが，偶然にもオークニー諸島で元路線バス運転手の母親
と考古学者の息子という親子から収録ができた。この二人の母音分析の結
果が酷似していたので，世代差にも言及しないこととする。
２ 方法
２．１ 調査方式
被験者に語彙リストを提示して，各語を下記のキャリアセンテンスに入
れて，２回ずつ音読していただいた。
キャリアセンテンス： I said _______ again.
様々な研究目的に対応できるよう音読用語彙リストは，Wells（１９８２）を
基にした Foulkes and Docherty（１９９９）の英語方言研究のための「標準語
彙セット」（standard lexical sets）に加えて，スコットランド英語の文献
研究から筆者が選んだ語彙を含む約１２０語を７つのグループに分類して作
成した。録音時にはグループごとに休止を入れ，音声ファイルを分割した。
２．２ 録音機器と被験者
２．２．１ 中部（グラスゴー周辺）
グラスゴー大学英語学科の録音室で２０１１年８月２５日（木）と２６日（金）
に行った。使用機器はすべてグラスゴー大学英語学科録音室の備品をお借
りした。取り込みソフトは Audacityで，録音設定はサンプリング周波数：
２２０５０Hz，量子化（ビット数）：２４bit，保存形式：WAVE３２bit，モノラ
ル録音に設定した。マイクは Sennheiser MKH４０P４８を使用し、アンプ
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（Symetrix３０２）を通して、Roland Edirol UA−1EXによって USB変換を行
った。被験者はグラスゴー周辺の中部方言話者４名（男性１名，女性３名）
で，DR（m２９），KC（f２７），NW（f３１），GW（f２６）（括弧内の数字は録
音時の年齢）であった。
２．２．２ 北東部
アバディーン大学ケルト語学科談話室（C０６室）で２０１２年９月３日（月）
に行った。２０１２年にはオークニー諸島とシェトランド諸島での録音も行っ
たため，島嶼部には録音施設がないのでポータブルレコーダーを持参した。
レコーダーは Roland R-２６で，録音設定はサンプリング周波数：４４．１kHz，
量子化：１６bit，保存形式：WAVE，ステレオ録音に設定した。プラグイ
ン・マイクはコンデンサー・マイクロフォン SONY ECM-MS９５７（周波数
特性５０～１８，０００Hz）を使用した。被験者は北東部方言話者２名（男性１
名，女性１名）で，SS（m２４），IT（f３９）であった。アバディーンでは，
アバディーン都市方言（スコットランドでは都市部に伝統方言が残る）の
話者を探したが，大学関係者のコネクションでは造船所の工場労働者など
を見つけることができなかった。
２．２．３ 南部
録音の日，場所，機器は上記§２．２．２と同じである。被験者は男性２
名，DM（m６８）と RM（m４６）である。DMはMcClure（１９７７）の著者
であるマクルーア元アバディーン大学教授で，RMはMillar（２００７）の著
者であるアバディーン大学のミラー博士である。はじめは，お二人とも北
東部の被験者として収録したが，音響分析結果に差異が生じた。アバディ
ーン在住が長いが（マクルーア先生は４０年以上），南部のご出身であった
ために区別した。
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２．２．４ オークニー諸島
録音機器は同上であるが，オークニー諸島カークウォール（Kirkwall）
にあるハイランド・アンド・アイランド大学（UHI）ノルディック研究セ
ンター（Centre for Nordic Studies）の談話室で，２０１２年８月２２日（水）に
収録した。被験者はオークニー諸島の住民６名（男性３名，女性３名）で，
CG（m３６），MA（m３０），CS（m４１），KF（f６１），MBe（f３４），LD（f
４２）であた。CGと KFが§１で述べた親子である。オークニーには多数
のスコッツ語方言が存在する。また，中世ノルウェー語（Norn）の影響
を受けている。これらの点は下記のシェトランド諸島も同じである。
２．２．５ シェトランド諸島
録音機器は同上であるが，録音は筆者が滞在していたラーウィック（Ler-
wick）にあるシェトランドホテル５１４号室で，２０１２年８月２９日（水）に実
写真１ シェトランドホテルでの録音風景
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施した。被験者はシェットランド諸島の住民４名（男性１名，女性３名）
で，JS（m４１），MW（f４３），IS（f６２），MBl（f６２）であった。
シェトランドではオークニーよりも後（１８世紀中頃）まで中世ノルウェ
ー語が使用されていたので，その影響が大きい。住民にはシェトランドの
スコッツ語方言は「シェトランド語」という個別の言語であり，絶滅の危
機に瀕しているという意識がある。被験者は皆，地元の方言保存会のメン
バーで積極的に協力してくれた。
２．３ 音声分析
音声分析には Praat（Ver．５．３）を使用した。キャリアセンテンスに入
れて音読されたターゲットとなる単語からそれぞれ２回目の音声のサウン
ドスペクトログラムを表示して，第１フォルマント（F１）と第２フォル
マント（F２）の周波数を測定し，音響ダイアグラム（母音チャート）を
作成した。その音響ダイアグラムのデータと筆者の聴覚印象による総合的
な判断を音声記号（IPA）を使って一覧表にまとめた。音響ダイアグラム
の作成自体が客観的判断材料を明示するという意味で本調査の主目的であ
るが，舌の調音点と音響ダイアグラムとは必ずしも一致しない。グラフの
目盛りにリニアではなく，ログ（対数）を用いたとしても決して正確とは
言えず，唇の形状も F２に多少影響する（円唇音では低くなる）ので，表
示に含まれるとは言え，言語調査の訓練を積んだ研究者の聴覚判断は欠か
せない。
分析した単語数は単母音（monophthong）が１７語，二重母音（diphthong）
が５語である。スコットランド英語の単母音の変異を確認するためには１５
語でも可能であるが，R音性母音の中に歴史的推移や融合の過程でばらつ
きが生じた語があり，そのような語（north，force）が標準語彙セットに
含まれていたため，それら２語を加えて分析した。分析した語は次節の図
と表の中に記す。
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二重母音はスコットランド英語の場合，エイケンの法則によって長さが
異なる環境のミニマル・ペアを分析しなければ不十分であることに分析を
しながら気づいた。語彙リストにはそういうミニマルペアは１組しか含ま
れていなかった（price，prize）。エイケンの法則は母音長規則として知ら
れているが，実際は長さだけの差異ではない。イングランドの英語から発
達した英語圏の他の多くの方言とは異なり，スコットランド英語では音質
（音価）が音声環境によって大きく変わるためである。一般にはスコット
ランド英語の二重母音の音素は３つ（英語の音素表記では，/i，u，i/，
IPAによる一層正確な表記では，/ ai， au，i/）とみなされているが，音
配列の環境によって，長さだけでなく，音質が変われば，少なくとも（後
続子音によって異音は増える）６つの二重母音があることになる。今回は
十分な比較ができなかったが，ミニマルペアを語彙リストに加えるには，
スコッツ語の語彙を探さなければならない。スコッツ語は方言によって発
音とスペルが変わり，多数の異形があるので，非常にむずかしい今後の検
討課題となった。
３ 結果
音響ダイアグラム（母音チャート）は単母音・二重母音別，さらに地域
別，男女別にわけて，５地域で１８図（図１～図１８）を作成した（これらの
分類は図のタイトルに示す。南部は男性のみ）。二重母音のチャートにお
ける矢印の先端は二重母音の出わたり（off-glide），つまり，舌の終着位置
を示している。単母音の図の中で，わたりの矢印が使われているものも二
重母音化を示している。また，図１２と図１７に二重母音が３語しか示されて
いないのは，MOUTH母音と NOW母音が二重母音ではなく，単母音［u］
として発音されたためである。
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図１ Central - Monophthongs - Male
図２ Central - Monophthongs - Female
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図３ Northeast - Monophthongs - Male
図４ Northeast - Monophthongs - Female
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図５ South - Monophthongs - Male
図６ Orkney - Monophthongs - Male
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図７ Orkney - Monophthongs - Female
図８ Shetland - Monophthongs - Male
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図９ Shetland - Monophthongs - Female
図１０ Central - Diphthongs - Male
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図１１ Central - Diphthongs - Female
図１２ Northeast - Diphthongs - Male
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図１３ Northeast - Diphthongs - Female
図１４ South - Diphthongs - Male
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図１５ Orkney - Diphthongs - Male
図１６ Orkney - Diphthongs - Female
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図１７ Shetland - Diphthongs - Male
図１８ Shetland - Diphthongs - Female
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表１ Monophthongs - summary
表２ Diphthongs - summary
72
音響ダイアグラムに併せて筆者の聴覚印象を加えて母音の音価を判断し，
一覧表に音声記号を用いて表示した（単母音・二重母音別の２表）。その
一覧表の中で括弧書きされているものは，表１では二重母音化，表２では
単母音化を示している。同一地域内の話者による変異は中央波形符号（mid
tilde，~）を用いて記すこととする。
４ 考察
表１と表２を基にして考察する。
４．１ 単母音
KIT母音は多くのスコッツ語の文献では狭母音［i］となっているが，
今回の調査では半広母音が優勢であり，北東部だけが半狭母音で，狭母音
は全く現れなかった。DRESS母音は一貫して半広母音であり，TRAP母
音，BATH母音，PALM母音は区別なく一貫して［ a］となり，［æ］と前
舌母音になることもなく，PALM母音が後舌広母音になることもなかっ
た。LOT母音と CLOTH母音も一貫して半広母音である。ただし，スコ
ッツ語では cloth には別に cloot という語彙が使われるので，これは SSE
として扱わなければならない。
STRUT母音はいずれも後舌母音であるが，島嶼部では円唇化が生じて
いる。ちなみに，イングランド北部でもブラックカントリーではこの母音
が円唇化して，さらに広母音になるので，この分布は興味深い。FOOT母
音には前舌化の揺れが見られるが，シェトランドの男性話者（本島北部の
小学校の先生）が完全な中舌母音を使用している。NURSE母音にも揺れ
があるが，シェトランドに円唇化が生じている。
FLEECE母音には揺れもなく，基本母音第１番のような狭母音である。
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FACE母音はシェトランドを除いては半狭母音であるが，４つの地域で「割
れ」（breaking），つまり，二重母音化が生じている。THOUGHT母音と
GOAT母音は半広母音と半狭母音にほぼ分類できるが，島嶼部に揺れが
見られる。
NORTH母音と FORCE母音については，ともに半広母音を用いるスコ
ッツ語話者もいれば，歴史的な音韻過程から半広母音と半狭母音に区別す
る話者もいると言われているが，北東部とシェトランドには個人差がなく
区別されているので，個人差が大きいだけではないようである。
４．２ 二重母音
唯一のミニマルペアである PRICE母音と PRIZE母音には明らかに音質
の違いが生じている。短いとされる PRICE母音では，特にシェトランド
で「上昇二重母音」（rising diphthong）が顕著である。つまり，第２要素
が第１要素よりも長くなっている。これは一種の「軟化」（lenition）では
ないかと思われる。また，Canadian Raisingとして知られるカナダ英語の
特徴と同様のものと判断できる。二重母音全体が長く強い PRIZE母音で
は第１要素が長くなるだけでなく，入りわたり（on-glide）も一層広い母
音となる（口の開きが大きくなる）。その結果，第２要素の出わたりが狭
母音まで達しないことがあると推測したいところだが，２つの地域では連
母音のように第２要素の狭母音がはっきりと発音されている。
MOUTH母音と NOW母音はミニマルペアではないが，語彙リストに
含まれていた環境の異なる母音である。歴史的には古スコッツ語から同一
の音韻変化を辿っている（エイケンの母音番号６番）ので，この表に見ら
れる大きな揺れは後続環境の違いであるとみなすことができる。MOUTH
母音の第１要素が中舌化しやすい傾向は後続子音が無声摩擦音であり，エ
イケンの法則による短い母音環境にあるためである。上記の PRICE母音
と同様の軟化によるものと思われる。しかし，これらの母音の単母音化も
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スコッツ語の特徴の一つである。
CHOICE母音は短い母音にはならなくとも，もっと軟化が生じると予
測していた。第１要素の口の開きが比較的広く，これだけでは判断ができ
ない。/i/に関しては再調査を試みたい。
５ おわりに
２０１３年にはエディンバラ大学，クイーン・マーガレット大学，及びノー
サンブリア大学を拠点として，エディンバラ周辺地域とスコットランド南
部の話者を調査する予定である。まずは語彙リストをアップグレードさせ
て被験者を増やし，徐々に低地地方全体を網羅していきたい。
※本研究は科研費 JSPS２３５２０５９３の助成を受けたものである。
※被験者の募集や録音室等の施設の使用に関して，次の方々にご援助を賜
った。グラスゴー大学英語学科のカーイ教授（Graham Caie），及びスチ
ュアート＝スミス博士（Jane Stuart-Smith）。アバディーン大学ケルト語
学科のミラー博士（Robert Millar）。ハイランズ・アンド・アイランズ大
学ノルディック研究センターのウースラン博士（Ragnhild Ljosland）。こ
こに記して謝意を表したい。
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